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令和６年度こども園評価結果報告書                       幼児教育課 

                  （  恵那市立城ケ丘こども ）園    〇成果 ●課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【園経営等について】       

○保育・教育目標の合言葉「元気な子」「思いやりのある子」「挑戦する子」を保護者に伝えていくため

に、保育活動の具体を園だより、ドキュメンテーション、HP で積極的に紹介した。日常的に保育教諭と

保護者が子どもの成長について対話する機会を一層大切にした。 

〇園の施設・設備については、絵本の部屋を新しく設けて、親子で絵本を借りる活動を組み入れたことで、

絵本への関心を高めることができた。 

●３歳以上児になると２階の保育室で生活する。未満児の 2人担任から 1人担任になることも重なり、登降

園時に保護者と会話できる時間も短い。さらに 3歳から入園した保護者に対して、園の様子や園の方針に

ついて、入園式やホームページ、各たよりだけではなかなか伝わりにくいことがある。伝える場と内容に

ついて検討していきたい。 

●保護者評価の施設設備の項目は評価が非常に低い。通用門の鍵が２，３回壊れる事態や通用門下の園庭に

水がたまり、安心、安全面で保護者から心配されるご意見をいただいた。通用門の急坂を含め、市への要

望を継続していきたい。さらに、通用門坂の横にある道路側の土手が、雨等で削られ柵の支柱がむき出し

になっており、現在使用を禁止していることから、坂と合わせた修繕を保護者も要望している。 

 

【環境を通して行う教育及び保育について】園児の姿･保育教諭の指導･自己評価から       

○恵那市の 4本柱である「読書活動」については、絵本の部屋の設置により、季節ごとに子どもたちの手

による掲示を行うことで絵本への関心を高めてきた。さらに、秋に行う劇発表に向けて、絵本の読み聞

かせや観劇から劇遊びに発展させるなど、子どもたちの思考や願いがつながるよう工夫できた。保護者

参観後には、保護者から子どもたちの成長を感じたという意見を多数いただいた。このことを含めて今

回の保護者評価につながっていると言える。 

〇特色ある園活動を「つながる活動」とし、年間を通して子どもの意識がつながり、遊びが発展できる異

年齢遊びを計画し実践することができた。活動のねらいを職員が共通にもち、子どもの発見や成長につ

いて情報を伝え合うことができた。子ども自身満足感や充実感を味わうことにつながった。 

 

【連携について】 

○小学校との連携では、体育専門の教師による３歳、４歳、５歳児が昨年度はボール投げ、今年度はかけ

っこのコツを教えていただいた。走ることの楽しさを味わい走ることへの意欲が一層高まった。そのこ

とが日々行っているおに遊びや運動会種目のリレーへの意欲につながった。 

〇地域の方から野菜の育て方やスイカの食べごろなど、子どもたちが疑問を抱いたり願いを持ったりした

ところから関わっていただいた。今年度は木育教室があったことで、自然との関わりも広がった。次年

度も継続していきたい。 

〇大井太鼓交流会を年５回に増やし、最後には保護者に参観していただくようにしたことで、子どもたち

の意欲はさらに高まった。保護者が大井町の地域で活動してみえる方と交流する機会にもなり、地域に

目を向け人との関わりを広げることができた。 
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【来年度に向けて】願う園児の姿・今後の改善策・来年度の園経営重点など 

・「身の周りの人・もの・自然と関わる体験をし、元気でなかよく自分から行動する子」 

～「生き抜く力」の基礎を養う～≪元気な子≫≪思いやりのある子≫≪挑戦する子≫ 

この保育教育目標を次年度も継続して目標とする。 

・これまでの運営体制を維持しつつ、役割・内容をより明確にするとともに、自身のよさが発揮できるよ

う組織内の分掌を見直す。5領域の側面から子どもの発達について組織で話す場を設けるなど、保育教育

活動を意図的計画的に行っていくことができるようにする。 

・特色ある園活動として、今年度取り組んだことをもとに、異種校間、異年齢、地域、保護者など様々な

人との関わりや自然を含めた豊かな体験を一層充実させ、思いや願い、学びのつながりによって「主体

性と思いやりの心」を培う保育の質を高めていく。子どもの願いをひろい、思考やつながりを深めてい

くためには、環境構成の工夫とコミュニケーションツールとして言葉で表現することが大切となる。子

どもが考えたことを言葉で表現する場、個々の願いや発達に合わせた活動を選択したりする場を設定と

ともに、どの子のどんな思いも受け止めていく環境づくりをするなど、子どもからの発信を視点にした

実践を園内研修等で交流し合い高めていく。さらに、今年度立てた年間計画を見直し、さらに活動を充

実させていく。これらのことを、保護者には活動の様子だけでなく活動の意図まで伝えるように心がけ

る。 

・個別の支援が必要な園児に対して、引き続き園と保護者、そして関係機関が連携して支援をしていくこ

とで、一人一人の園児が自分のよさを発揮し成長できる園にしていく。そのために、年間の見通しをも

って保護者との面談や関係機関との連絡を行う。 

・危機管理として、個人情報の取扱いや不適切保育等に関わる内容、ヒヤリハット事例、園内事故、ケガ

対応、園内の情報や管理の仕方を共通理解し自身の保育を振り返る場を設ける。職員間の対話や感謝の

言葉を伝え合う場づくりを心がける。 

 

 

【保護者アンケートより】 

●回答された保護者数は１３名だった。出してくださった保護者の意見は真摯に受け止めて今後の対応に

生かしていく。しかし、１１２名中１３名では経年変化としてアンケートの分析による成果と課題を出す

ことは難しい。来年度は、アンケートの意義を丁寧に伝えるとともに、回答状況を早いうちに市に確認の

上、回収について繰り返し依頼をしていきたい。 
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№ 評価の観点 評価平均 評価

1
園は、教育目標や教育・保育内容
がよくわかるように情報提供をし
ている。

3.7

2
園の施設・設備は整備され、子ど
もが生活しやすい環境になってい
る。

3.3

№ 評価の観点 評価平均 評価

1
お子さんは、毎日園に行くことを
楽しみにしている。

3.7

2
お子さんは、園の生活を通して成
長している。

3.9

3
園は、一人一人の子どもをよく理
解し、誠実に対応している。

3.7

4
お子さんの気持ちや様子、子育て
などについて園等と情報交換し
たり、相談したりできる。

3.7

5
園は、「あいさつ」をかわす心地よ
さと大切さを意識している。

3.8

6
園は、絵本を中心に、読み聞かせ
等「読書活動」が充実している。

3.8

7
園は、ALTと一緒に、楽しみなが
ら「英語に親しむ活動」を行ってい
る。

3.9

8
園は、子ども達の発達に即した日
常の教育・保育で「特色ある教育・
保育」を行っている。

3.6

№ 評価の観点 評価平均 評価

1
園は、キッズビューやホームペー
ジ等を通し、園の情報を提供して
いる。

3.6

2
園は、地域・小学校と連携し教育・
保育を進めている。

3.6

№ 評価の観点 評価平均 評価

1
ICTを導入したことにより、利便
性が向上した。

3.3

≪令和６年度　恵那市こども園保護者　大井こども園　集計結果≫

１　園経営等について

２　教育及び保育について

３　地域等との連携について

４　ICTを活用した情報提供等について

４：とてもそう思う ３：ややそう思う

２：あまり思わない １：まったく思わない ０：無回答・その他

66.7% 33.3%

38.1% 57.1% 4.8%

71.4% 23.8% 4.8%

90.5% 9.5%

71.4% 28.6%

66.7% 33.3%

81.0% 19.0%

76.2% 23.8%

85.7% 14.3%

57.1% 42.9%

61.9% 38.1%

57.1% 42.9%

38.1% 52.4% 9.5%

※端数の関係で合計が100％にならない場合があります。
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令和６年度こども園評価結果報告書                       幼児教育課 

                  （   大井こども  ）園    〇成果 ●課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【連携について】 

○地域の小学校とはお互いを訪問したり児童園児の交流を行ったりすることができた。子どもの話をした

り、それぞれの園・学校の状況を交流したりすることが出来た。 

○今年度より大井太鼓振興会と交流をすることが出来、子どもたちも普段できない体験ができた。地域の方

が有志で行っているエプロンシアターやパネルシアターの方に来ていただくことが出来た。 

○中学校からの職場体験や保育実習を受け入れ、交流をすることが出来た。 

●様々な機関との連携を広げ、深めていきたい。 

【園経営等について】       

○今年度より月１回の支援会には全職員が参加し、各学年の取り組みや支援児の対応、園全体において必要

な話し合いを行うことができ、共通認識や同じ思いで保育を進めることができた。また、全員参加で緊急

対応マニュアルの確認とシミュレーションを行うことができた。 

○職員の資質向上を求めてそれぞれの職員が研修を受け、それを更に職員へ伝え、保育に生かすことができ

た。 

●今年度、園児のけがが多かった。職員の危機意識は高くなりつつあり、どの職員も安全面において不備や

不安箇所はすぐに報告するようになった。引き続き全職員の意識を高めていく。 

 

【環境を通して行う教育及び保育について】園児の姿･保育教諭の指導･自己評価から       

○恵那市の教育４本柱を意識した保育を行うことができた。特に特色ある園活動は参観日や長期休暇、通信を通し

て保護者に園の取り組みを知ってもらい、共に楽しむことができた。 

●読み聞かせ活動は実施しているものの活動としてはパターン化しているため、より豊かな心を育てるための取り組

みを工夫していく必要がある。 

【来年度に向けて】願う園児の姿・今後の改善策・来年度の園経営重点など 

●園目標『夢中で遊べる子』の「夢中で遊べる子とは」を意思統一し、そこへ向かって取り組んでいく。 

●わらべうたあそびを通して、人とのつながりを大切にし、相手を思いやる気持ちを持ったり、自分の思いが伝えたり

出来る子にしていく。 

●地域との連携を深める為、情報を得ていく。 

●研修などを通して資質の向上や新しい技術の取得に努める。 

 

【保護者アンケートより】 

○評価をしていただいた方が半数以下であったので、どこまで受け止めて良いのかと思うところはあるが、

とても有難い評価とご意見をいただき、職員の励みにしていきたいと思う。 

●園舎の整備・修繕を相談していく。 

●キッズビューの連絡帳で園児の様子を知らせていく。 
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№ 評価の観点 評価平均 評価

1
園は、教育目標や教育・保育内容
がよくわかるように情報提供をし
ている。

3.5

2
園の施設・設備は整備され、子ど
もが生活しやすい環境になってい
る。

3.7

№ 評価の観点 評価平均 評価

1
お子さんは、毎日園に行くことを
楽しみにしている。

3.4

2
お子さんは、園の生活を通して成
長している。

3.8

3
園は、一人一人の子どもをよく理
解し、誠実に対応している。

3.6

4
お子さんの気持ちや様子、子育て
などについて園等と情報交換し
たり、相談したりできる。

3.3

5
園は、「あいさつ」をかわす心地よ
さと大切さを意識している。

3.6

6
園は、絵本を中心に、読み聞かせ
等「読書活動」が充実している。

3.5

7
園は、ALTと一緒に、楽しみなが
ら「英語に親しむ活動」を行ってい
る。

3.5

8
園は、子ども達の発達に即した日
常の教育・保育で「特色ある教育・
保育」を行っている。

3.3

№ 評価の観点 評価平均 評価

1
園は、キッズビューやホームペー
ジ等を通し、園の情報を提供して
いる。

3.5

2
園は、地域・小学校と連携し教育・
保育を進めている。

3.2

№ 評価の観点 評価平均 評価

1
ICTを導入したことにより、利便
性が向上した。

3.2

≪令和６年度　恵那市こども園保護者　おさしま二葉こども園　集計結果≫

１　園経営等について

２　教育及び保育について

３　地域等との連携について

４　ICTを活用した情報提供等について

４：とてもそう思う ３：ややそう思う

２：あまり思わない １：まったく思わない ０：無回答・その他

49.3% 48.0% 2.7%

72.0% 28.0%

52.0% 41.3%
5.3%

1.3%

80.0% 20.0%

57.3% 40.0% 2.7%

40.0% 50.7% 9.3%

61.3% 36.0% 2.7%

52.0% 48.0%

52.0% 46.7% 1.3%

41.3% 48.0% 10.7%

52.0% 42.7%
4.0%

1.3%

32.0% 57.3% 10.7%

26.7% 61.3% 12.0%

※端数の関係で合計が100％にならない場合があります。

megumi_kagami
タイプライターテキスト
19



令和６年度こども園評価結果報告書                       幼児教育課 

               （  おさしま二葉こども  ）園    〇成果 ●課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【来年度に向けて】願う園児の姿・今後の改善策・来年度の園経営重点など 

＜願う園児の姿＞ 

・「心豊かでたくましい子」を目標に、遊びを通して意欲をもって活動する子を育んでいきたい。 

＜今後の改善策＞ 

・運動遊びを重点に置く方針は変更せず、職員が園テーマを意識し活動に展開できるようにしていく。 

・教育・保育内容を丁寧に伝えるようにしていく。 

＜来年度の園経営の重点＞ 

・体を動かして遊ぶことで、園に来ることが楽しいと感じ、意欲をもって活動に参加できる子を育てる。

「楽しかった」「明日もこども園に行きたい」と子どもが感じられる、安心感を持って登園し、安全で

楽しい保育環境を提供する。 

・園内研修を充実させ、保育教諭の基礎的な学びにつながる職員研修の充実を図る。 

 

【保護者アンケートより】 

〇園の活動を支援し、感謝の言葉をいただける機会が増えた。 

〇園での生活を楽しいと感じている園児が多い。 

●園の通用門の鍵をかけてほしい、駐車場の利用する方のマナーなど、安全を心配される方が多いが、園

児数が多いことでニーズに答えることが難しいことがある。 

●運動会のやり方に対する意見が多数あり、意見をまとめることが難しい。 

 

【園経営等について】       

〇昨年度から保育参観で園目標や保育内容についての話を行っている。結果、園への理解が深まり園に感謝

の意を評してくださる保護者が増えたことに感謝している。 

〇園舎が新しいこともあり、施設や設備の環境については評価が高い。 

●保護者の日頃の思いを伝えにくいと感じている保護者がいるようなので職員との距離を縮めたい。 

●園児数が多いためニーズが多様化し、意見をまとめることが難しい。 

 

【環境を通して行う教育及び保育について】園児の姿･保育教諭の指導･自己評価から       

〇体感を使った遊びをたくさん取り入れ、体を動かすことの好きな子が増えた。体の使い方が上手にな

り、園医の先生からも立ち方など以前よりも体幹がしっかりしてきていると評価された。 

〇園目標や活動テーマの意図が分かる職員が増えてきて、子どもと身体を動かして楽しむことが出来るよ

うになってきた。 

〇職員が園のテーマを意識して活動を行うことが出来るようになってきた。 

●行事等、一部の職員に任せる体制になりがちなため、積極的な意見交換が行える職員集団を目指した

い。 

●環境を整えた上でメリハリのある仕事を心掛けることで計画的に保育にあたれるようになるとよい。 

 
【連携について】 

〇子どもが遊んでいる時、職員の配置などに気遣えることが出来るようになってきた。 

〇制限なく行事が行えるようになり、地域との交流も増えた。 

●保育内容は充実してきているが、連携の仕方や働き方などを課題に挙げる職員がいる。 

●年長児が交流することが多いため、他の学年も地域や小学校と関われるとよい。 
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№ 評価の観点 評価平均 評価

1
園は、教育目標や教育・保育内容
がよくわかるように情報提供をし
ている。

3.8

2
園の施設・設備は整備され、子ど
もが生活しやすい環境になってい
る。

3.8

№ 評価の観点 評価平均 評価

1
お子さんは、毎日園に行くことを
楽しみにしている。

3.8

2
お子さんは、園の生活を通して成
長している。

4.0

3
園は、一人一人の子どもをよく理
解し、誠実に対応している。

3.8

4
お子さんの気持ちや様子、子育て
などについて園等と情報交換し
たり、相談したりできる。

3.7

5
園は、「あいさつ」をかわす心地よ
さと大切さを意識している。

3.9

6
園は、絵本を中心に、読み聞かせ
等「読書活動」が充実している。

4.0

7
園は、ALTと一緒に、楽しみなが
ら「英語に親しむ活動」を行ってい
る。

3.9

8
園は、子ども達の発達に即した日
常の教育・保育で「特色ある教育・
保育」を行っている。

3.8

№ 評価の観点 評価平均 評価

1
園は、キッズビューやホームペー
ジ等を通し、園の情報を提供して
いる。

4.0

2
園は、地域・小学校と連携し教育・
保育を進めている。

3.9

№ 評価の観点 評価平均 評価

1
ICTを導入したことにより、利便
性が向上した。

3.6

≪令和６年度　恵那市こども園保護者　やまびここども園　集計結果≫

１　園経営等について

２　教育及び保育について

３　地域等との連携について

４　ICTを活用した情報提供等について

４：とてもそう思う ３：ややそう思う

２：あまり思わない １：まったく思わない ０：無回答・その他

83.3% 16.7%

83.3% 16.7%

83.3% 16.7%

100.0%

83.3% 16.7%

75.0% 16.7% 8.3%

91.7% 8.3%

100.0%

91.7% 8.3%

83.3% 16.7%

100.0%

91.7% 8.3%

58.3% 41.7%

※端数の関係で合計が100％にならない場合があります。
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令和６年度こども園評価結果報告書                       幼児教育課 

                  （  やまびここども  ）園    〇成果 ●課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【連携について】 

〇地域との連携で、カヌーや陶芸教室は引き続き行い、故郷の良さをこども達と保護者にも感じてもらえた 

〇小学校との交流も、昨年同様小学生との交流や、夏休みの時期を利用して職員同士の交流ができた。 

〇今年度は、朴葉寿司、五平餅の時に地域の方に来ていただき、お手伝いをお願いしたり、園児と一緒に給

食を食べたりして交流することができた。 

【園経営等について】       

〇保護者会と相談しながら行事を行っていたので、今年から復活した「夏祭り」など親子だ楽しめる行事も

たくさんあった。 

〇参観日に、4本柱の図書、ALT、特色ある園活動（自然）を親子で楽しむ事を考え取り組む事ができ、

保護者からも好評価だった。 

●兄弟が多い保護者もいて学年で参観をすると何日も休みを取ることになり課題だ。 

【環境を通して行う教育及び保育について】園児の姿･保育教諭の指導･自己評価から       

〇一年を通して自然遊びを追求することにより、保育教諭もどのような環境でこども達と向き合うか、考えながら

取り組む事ができた。 

〇発見したことを、図鑑、ICT を使って調べる事が、定着してきた。保育教諭が ICT を上手に使うようになったの

で、環境が整ってきた。 

●計画を立てて動くので、声をかけ過ぎてしまうことがある。こども達が主体に動くには、声をかけず見守る時間

を多くして行きたい。 

 

【来年度に向けて】願う園児の姿・今後の改善策・来年度の園経営重点など 

・願う園児の姿 ・心も体も健康でたくましい子 

        ・友だちと元気で仲良く遊べる子 

・今年も木育の方にお願いして親子遠足などで、身近な自然に興味を持ってもらえるよう計画する。 

・春から暑くて散歩に行く機会が少なかったので、涼しい時など機会を逃さず計画を立てる。 

・水遊びなど、プールの組み立てなども早めに計画し楽しめる機関を確保する。 

・幼児教育研究会などで職員の共通理解を促し、子どもや保護者に寄り添い信頼される園作りをする。 

・保護者の協力のもと、様々な経験の中で子どもたちの心と体を育てていく。 

 

【保護者アンケートより】 

●アンケートに答えて保護者が、半数以下だったので、今後は、全員がアンケートできるよう声掛けをして

いく。 
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№ 評価の観点 評価平均 評価

1
園は、教育目標や教育・保育内容
がよくわかるように情報提供をし
ている。

3.6

2
園の施設・設備は整備され、子ど
もが生活しやすい環境になってい
る。

3.2

№ 評価の観点 評価平均 評価

1
お子さんは、毎日園に行くことを
楽しみにしている。

3.3

2
お子さんは、園の生活を通して成
長している。

3.8

3
園は、一人一人の子どもをよく理
解し、誠実に対応している。

3.6

4
お子さんの気持ちや様子、子育て
などについて園等と情報交換し
たり、相談したりできる。

3.4

5
園は、「あいさつ」をかわす心地よ
さと大切さを意識している。

3.5

6
園は、絵本を中心に、読み聞かせ
等「読書活動」が充実している。

3.8

7
園は、ALTと一緒に、楽しみなが
ら「英語に親しむ活動」を行ってい
る。

3.7

8
園は、子ども達の発達に即した日
常の教育・保育で「特色ある教育・
保育」を行っている。

3.4

№ 評価の観点 評価平均 評価

1
園は、キッズビューやホームペー
ジ等を通し、園の情報を提供して
いる。

3.8

2
園は、地域・小学校と連携し教育・
保育を進めている。

3.7

№ 評価の観点 評価平均 評価

1
ICTを導入したことにより、利便
性が向上した。

3.2

≪令和６年度　恵那市こども園保護者　東野ども園　集計結果≫

１　園経営等について

２　教育及び保育について

３　地域等との連携について

４　ICTを活用した情報提供等について

４：とてもそう思う ３：ややそう思う

２：あまり思わない １：まったく思わない ０：無回答・その他

61.1% 33.3% 5.6%

33.3% 55.6% 11.1%

50.0% 33.3% 16.7%

83.3% 16.7%

66.7% 27.8% 5.6%

44.4% 50.0% 5.6%

50.0% 50.0%

83.3% 16.7%

66.7% 33.3%

50.0% 44.4% 5.6%

83.3% 16.7%

72.2% 27.8%

16.7% 83.3%

※端数の関係で合計が100％にならない場合があります。
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令和６年度こども園評価結果報告書                       幼児教育課 

                  （  東野こども  ）園    〇成果 ●課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【連携について】 

〇地域との連携を大切にし、様々な活動をしてきたことを伝えたことで、保護者にも理解してもらえて

いる 

●学校との連携に関しては、かかわりや、訪問回数などは増えているものの、保護者はもっと望んでい

ることが伺える。 

 

【園経営等について】 

〇職員全員で園目標に向けて、意識しあい保育に向かってきた。それぞれの年齢や支援児に対しての働き掛

けも全員で取り組んできたことで、学年の経営、全園の経営それぞれが充実した保育につなげてきた。 

●職員の意識では向上心を持って取り組んでいたが、保護者の評価では、まだ情報提供が少ないととらえる

ことができる。子供の姿を伝えることに加え、園の思いを伝えていく必要がある。     

【環境を通して行う教育及び保育について】園児の姿･保育教諭の指導･自己評価から       

〇園児の姿から、成長していることは感じてもらえた。 

〇自由に思いを出せる表現しやすい環境をと、コーナー作りに取り組んだ。季節や、子どもたちの興味のあ

るものを取り入れながら進めてきた。保育資質を高め、その場にあった再構築をしていくことができるこ

とが今後の課題である。 

●４本柱である「絵本の読み聞かせ」については毎日の絵本の貸し出しや、参観日の読み聞かせなどで評価

していただいているが、それが「特色ある園活動」として結びついていることが理解されていないことが、

評価としてわかる。活動だけでなくその意図や思いを伝えていく必要がある。 

 

【来年度に向けて】願う園児の姿・今後の改善策・来年度の園経営重点など 

＜願う姿＞人とつながる・かかわる楽しさを充実した生活の中で味わう 

＜今後の改善策＞ 

 ・園活動を通じて一人一人に寄り添い、子育てについて保護者と情報交換し、相談し合える関係性の

構築 

 ・園目標や特色ある園活動を通じて充実した園生活が送れるような環境作り 

＜来年度の園経営重点＞ 

・複式学級において、その年齢・発達にあった保育の充実 

 ・特色「絵本を通じて」の活動から、表現活動への取り組み 

 ・ICTの活用方法を探りながら、保育に活かし、かつ効率的な取り組みの仕方を考える 

【保護者アンケートより】 

●少人数で、子供を見てもらえているという意見をいただいてはいるが、情報交換したり、相談できている

かという質問の評価は低い。 

●ICTの活用も同様に「情報提供はできている」との評価はあるが、「ICTの利便性」の評価は低い。 

保護者が何を求めているのか、寄り添いながらまた、園からの思いもしっかりと伝えていけるようにする。

課題である。 
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№ 評価の観点 評価平均 評価

1
園は、教育目標や教育・保育内容
がよくわかるように情報提供をし
ている。

3.7

2
園の施設・設備は整備され、子ど
もが生活しやすい環境になってい
る。

3.2

№ 評価の観点 評価平均 評価

1
お子さんは、毎日園に行くことを
楽しみにしている。

3.5

2
お子さんは、園の生活を通して成
長している。

3.9

3
園は、一人一人の子どもをよく理
解し、誠実に対応している。

3.5

4
お子さんの気持ちや様子、子育て
などについて園等と情報交換し
たり、相談したりできる。

3.7

5
園は、「あいさつ」をかわす心地よ
さと大切さを意識している。

3.6

6
園は、絵本を中心に、読み聞かせ
等「読書活動」が充実している。

3.3

7
園は、ALTと一緒に、楽しみなが
ら「英語に親しむ活動」を行ってい
る。

3.8

8
園は、子ども達の発達に即した日
常の教育・保育で「特色ある教育・
保育」を行っている。

3.5

№ 評価の観点 評価平均 評価

1
園は、キッズビューやホームペー
ジ等を通し、園の情報を提供して
いる。

3.9

2
園は、地域・小学校と連携し教育・
保育を進めている。

3.5

№ 評価の観点 評価平均 評価

1
ICTを導入したことにより、利便
性が向上した。

3.2

≪令和６年度　恵那市こども園保護者　みさとこども園　集計結果≫

１　園経営等について

２　教育及び保育について

３　地域等との連携について

４　ICTを活用した情報提供等について

４：とてもそう思う ３：ややそう思う

２：あまり思わない １：まったく思わない ０：無回答・その他

69.2% 30.8%

30.8% 53.8% 15.4%

46.2% 53.8%

84.6% 15.4%

53.8% 46.2%

69.2% 30.8%

61.5% 38.5%

46.2% 38.5% 15.4%

76.9% 23.1%

53.8% 46.2%

84.6% 15.4%

53.8% 46.2%

30.8% 53.8% 15.4%

※端数の関係で合計が100％にならない場合があります。
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令和６年度こども園評価結果報告書                       幼児教育課 

                  （  みさとこども  ）園    〇成果 ●課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【連携について】 

〇保護者との連携は園活動や、個別の話など、意識して連携することができた。 

〇地域との連携は、地域団体や区長さんなどとの連携を密にしたことでとても協力的に対応していただけ

た。 

●小学校との連携は小学校が忙しいとのことでなかなか連携が進まなかったこともあるが、後半は接続期カ

リキュラムや引継ぎなどじっくり話し合って連携を取ることができた。来年度も早めに働きかけていく。 

【園経営等について】       

〇園目標や特色ある園の活動を職員が認識ししっかり意識することで、子ども達に付けたい力をその都度考

えて行うことができた。 

〇手紙や園の行事などの際に園目標や、特色ある園の活動を知らせ、活動の意義を保護者にもことあるごと

に伝えてきたことで、園の活動に理解、協力を快くしてもらえる家庭がほとんどだった。 

【環境を通して行う教育及び保育について】園児の姿･保育教諭の指導･自己評価から       

〇体を動かす活動を多く取り入れたことで、子ども達自身が身体を動かして遊んだり、友達と集団遊びをしたりする楽

しさを体で感じることができ、自分田達で遊びを進められるようになった。 

●ハーフの職員が多く、連携が行き届いていないと感じている職員もいた。行事や子どもの姿についてなど、さらに話

しあったり伝え合ったりする必要がある。 

【来年度に向けて】願う園児の姿・今後の改善策・来年度の園経営重点など 

●今年度、特色ある園活動は昨年から引き継いで行った。園内研や職員会などで、どのようにしたら目標と

する力が付けていけるかをよく話し合ったので活動に取り入れることができた。しかし会計年度さんには

話しただけでは伝わりきらない部分があると感じたので、各活動の意義をわかり易く伝える必要がある。 

●保護者会に意見を投げかけることで納得して行事に参加していただきたいと考えたが、投げかけることで

負担に感じる保護者もいるということが分かったので、保護者会への働きかけ方を考えていく。 

●絵本の取り組みは保護者に伝わりにくいとわかったので、絵本の読み聞かせや絵本を通した表現活動な

ど、わかり易く伝えていく。 

●環境整備については通路の整備など危険の無いようにするために職員が時間を見て行っているが、園舎や

門の整備は限界がある。業者に依頼するなどして対応していく。 

【保護者アンケートより】 

〇コロナで無くなっていた地域の方々との触れ合う機会をつくったことや園目標に向けての活動など、子ど

も達の経験につながると理解していただいていると感じた。 

●環境整備では園庭に敷いてあるウレタンブロックがいびつで水が溜まりやすいとご指摘があった。職員で

時間をつくっては補修を重ねているが、ウレタンブロックもゆがんでいるし、素人なので補修の精度に限界

がある。 

●安全のために門を二重ロックにしたが、ロックしにくいとのご指摘があり、すぐに違うものに変えた。し

かし、やり易さについては課題が残る。 
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№ 評価の観点 評価平均 評価

1
園は、教育目標や教育・保育内容
がよくわかるように情報提供をし
ている。

3.5

2
園の施設・設備は整備され、子ど
もが生活しやすい環境になってい
る。

3.8

№ 評価の観点 評価平均 評価

1
お子さんは、毎日園に行くことを
楽しみにしている。

3.7

2
お子さんは、園の生活を通して成
長している。

3.9

3
園は、一人一人の子どもをよく理
解し、誠実に対応している。

3.8

4
お子さんの気持ちや様子、子育て
などについて園等と情報交換し
たり、相談したりできる。

3.7

5
園は、「あいさつ」をかわす心地よ
さと大切さを意識している。

3.6

6
園は、絵本を中心に、読み聞かせ
等「読書活動」が充実している。

3.6

7
園は、ALTと一緒に、楽しみなが
ら「英語に親しむ活動」を行ってい
る。

3.7

8
園は、子ども達の発達に即した日
常の教育・保育で「特色ある教育・
保育」を行っている。

3.4

№ 評価の観点 評価平均 評価

1
園は、キッズビューやホームペー
ジ等を通し、園の情報を提供して
いる。

3.7

2
園は、地域・小学校と連携し教育・
保育を進めている。

3.5

№ 評価の観点 評価平均 評価

1
ICTを導入したことにより、利便
性が向上した。

3.4

≪令和６年度　恵那市こども園保護者　武並こども園　集計結果≫

１　園経営等について

２　教育及び保育について

３　地域等との連携について

4　ICTを活用した情報提供等について

４：とてもそう思う ３：ややそう思う

２：あまり思わない １：まったく思わない ０：無回答・その他

55.0% 40.0% 5.0%

75.0% 25.0%

70.0% 25.0% 5.0%

90.0% 10.0%

75.0% 25.0%

65.0% 35.0%

60.0% 35.0% 5.0%

60.0% 40.0%

70.0% 30.0%

45.0% 45.0% 10.0%

70.0% 30.0%

50.0% 45.0% 5.0%

40.0% 55.0% 5.0%

※端数の関係で合計が100％にならない場合があります。
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令和６年度こども園評価結果報告書                       幼児教育課 

                  （  武並こども  ）園    〇成果 ●課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【連携について】 

○地域の「里山の会」の方や「武並塾」の方々と一緒に園外保育に出掛けてふれあい、地域にまつわる歴史

の話を聞くことができた。 

○遠足などの行事に地域巡りとして各施設の方にもご協力いただき訪問時には快く迎えてもらえた。 

○距離があったため年長児のみだったが、デイサービスへ歩いて訪問し利用者さんと温かい交流ができた。 

〇保護者会役員をはじめ全体的に協力的で連携のもと行事を進めていくことができた。 

●小学校との連携について実施していることを年長保護者以外にも知らせていく。 

 

○ 

【園経営等について】   

〇保護者の理解を得ながら活動ができた。キッズビューのドキュメンテーション機能ができたことで保育の

様子をタイムリーに知ってもらうことができた。 

○環境整備の安全対策として固定遊具下に安全マットを購入して敷いた。 

●ICT 化により、キッズビューなどで保護者連絡も便利になっているが、連絡帳機能などで済まさないよう

対話を大切にしていきたい。   

【環境を通して行う教育及び保育について】園児の姿･保育教諭の指導･自己評価から  

○戸外での活動や遊びを大切にし、園の活動テーマにつなげた。年長児のドッジボールなど集団遊びを通し

て、自分たちでも遊びを進め、多少のトラブルで途切れず楽しめるような保育者の声かけ、働きかけによ

り遊びこめるようになってきた姿がある。中野方、飯地こども園とのドッジボール対決で負けた悔しさか

ら子どもたちの心が動き、毎日夢中で遊ぶ姿に年中児らも影響を受けている。他園との交流で良い刺激に

なった。 

●子どもたちの思いや発想を大切にはするが、それだけにならないよう保育者のねらいや思い、働きかけの

大切さなど職員間で共有していく。若い担任が多いので子どもへの発信や働きかけ方、遊びの継承などし

ていく。    

 

【来年度に向けて】願う園児の姿・今後の改善策・来年度の園経営重点など 

・園目標でもある「心身ともに健康な子」に育つことを願う。 

・園のテーマである「やってみたい」があふれる毎日を願って意欲的に遊ぼうとする気持ちを引き出してい

きたい。そのためにも、保育者同士が同じ方向を向いて保育できるよう、園内研や職員会などで話し合っ

ていく。また、引き続き子どもたちの声を大切にしながら、年齢発達に応じて環境作りをしたり、仕掛け

たりしながら保育していく。 

・保護者にも園目標やテーマを紙面だけでなく、参観日などで子どもたちの様子とともに知らせていき、共

に協力し合う。 

・通信など活動後の報告だけでなく保育への思い、きっかけや流れなども保護者に伝えていきたい。 

【保護者アンケートより】 

〇保育に対して感謝の言葉をもらい保育者の励みになる。 

●紙面から入力に変わったためか保護者評価をしてくださった方がとても少なかった。入力状況もわからな

いので協力依頼を呼びかけていく。 
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№ 評価の観点 評価平均 評価

1
園は、教育目標や教育・保育内容
がよくわかるように情報提供をし
ている。

3.8

2
園の施設・設備は整備され、子ど
もが生活しやすい環境になってい
る。

3.6

№ 評価の観点 評価平均 評価

1
お子さんは、毎日園に行くことを
楽しみにしている。

3.8

2
お子さんは、園の生活を通して成
長している。

3.9

3
園は、一人一人の子どもをよく理
解し、誠実に対応している。

3.9

4
お子さんの気持ちや様子、子育て
などについて園等と情報交換し
たり、相談したりできる。

3.8

5
園は、「あいさつ」をかわす心地よ
さと大切さを意識している。

3.8

6
園は、絵本を中心に、読み聞かせ
等「読書活動」が充実している。

3.9

7
園は、ALTと一緒に、楽しみなが
ら「英語に親しむ活動」を行ってい
る。

4.0

8
園は、子ども達の発達に即した日
常の教育・保育で「特色ある教育・
保育」を行っている。

3.9

№ 評価の観点 評価平均 評価

1
園は、キッズビューやホームペー
ジ等を通し、園の情報を提供して
いる。

4.0

2
園は、地域・小学校と連携し教育・
保育を進めている。

4.0

№ 評価の観点 評価平均 評価

1
ICTを導入したことにより、利便
性が向上した。

3.4

≪令和６年度　恵那市こども園保護者　中野方ども園　集計結果≫

１　園経営等について

２　教育及び保育について

３　地域等との連携について

4　ICTを活用した情報提供等について

４：とてもそう思う ３：ややそう思う

２：あまり思わない １：まったく思わない ０：無回答・その他

75.0% 25.0%

56.3% 43.8%

81.3% 18.8%

93.8% 6.3%

87.5% 12.5%

75.0% 25.0%

81.3% 18.8%

93.8% 6.3%

100.0%

87.5% 12.5%

100.0%

100.0%

43.8% 56.3%

※端数の関係で合計が100％にならない場合があります。
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令和６年度こども園評価結果報告書                       幼児教育課 

                  （  中野方こども  ）園    〇成果 ●課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【連携について】 

〇小学校とは、子どもの交流だけでなく、職員の研究会を持つことができた。園児の姿を見ていただくこと

で園生活の理解を深めてもらうこともできた。 

〇支援が必要な子の療育の連携もでき、支援の仕方や就学に向けて一緒に考えることができた。 

〇地域とのかかわりもあり、地域ぐるみで子ども大切にしていただいている。 

【園経営等について】 

〇 職員間で情報共有し協力して取り組む姿や、個々への丁寧な対応から、信頼関係を築き、理解と協力を

得られることができた。地域の行事にも積極的に参加することで、こども園を PRできた。 

〇小さい園なので、クラスの垣根を越えて全園児で取り組むことが多く、職員が全体を見る目を持ち、自己

発揮しながら協力することができた。 

●子どもの育ちに必要な様々な体験を職員で共通理解して、実践していく。  

     

【環境を通して行う教育及び保育について】園児の姿･保育教諭の指導･自己評価から   

〇昨年に続き戸外活動を多く取り入れ、散歩で長距離を歩き体力がついてきた。全園児での活動から、小さ

い子へのいたわりの気持ちや優しく接することもできている。木育活動や野菜や植物の栽培を通して、自 

然に親しむ体験も多く取り入れ、郷土愛を育む活動もできた。地域の方々の協力があってこそ。 

〇他園との交流を持つことで、目標をもって努力したり、挑戦状を書いて楽しみにしたり同年齢で競い合う

競争心も味わうことができた。 

●集団遊びを自分たちで始められるようになってきたが、まだまだ自主的に遊べる環境設定の工夫が必要。     

 

【来年度に向けて】願う園児の姿・今後の改善策・来年度の園経営重点など 

・引き続き、特色ある園のテーマに沿って、子どもがいきいきと育つ遊びを提供していく。行事に追われが

ちなので、おもいっきり遊ぶ時間の確保に心がけたい。そのためには、職員が意識統一して、協力するこ

とが不可欠なので、職員間の話し合いを大切にしたい。 

・集団遊びが楽しめるようになってきたので、それが途切れないように遊びの伝承をしていきたい。 

・来年度は、年長児が３人で園を引っ張っていく活動が困難になる。年長として自覚と自信をもって生活で

きるようにしていく。笠周地区の３園交流も、定期的に行い活動をカバーしたい。 

・小学校との交流も今年以上に増やし、継続した子どもの育ちを応援したい。 

・地域行事に参加し、地域の方々とふれあい、郷土愛を育む活動を継続していく。 

 

【保護者アンケートより】 

〇「ホームページ」「ドキュメンテーション」「通信」などから園活動の様子が伝わり、理解が深まった。 

また、丁寧な保護者対応から信頼関係を気築くことができた。 

〇特色ある園活動にも理解を示していただき、高評価をいただいている。 

●年長の参観日の回数について来年度検討したい。 
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№ 評価の観点 評価平均 評価

1
園は、教育目標や教育・保育内容
がよくわかるように情報提供をし
ている。

4.0

2
園の施設・設備は整備され、子ど
もが生活しやすい環境になってい
る。

4.0

№ 評価の観点 評価平均 評価

1
お子さんは、毎日園に行くことを
楽しみにしている。

3.5

2
お子さんは、園の生活を通して成
長している。

4.0

3
園は、一人一人の子どもをよく理
解し、誠実に対応している。

4.0

4
お子さんの気持ちや様子、子育て
などについて園等と情報交換し
たり、相談したりできる。

4.0

5
園は、「あいさつ」をかわす心地よ
さと大切さを意識している。

4.0

6
園は、絵本を中心に、読み聞かせ
等「読書活動」が充実している。

4.0

7
園は、ALTと一緒に、楽しみなが
ら「英語に親しむ活動」を行ってい
る。

4.0

8
園は、子ども達の発達に即した日
常の教育・保育で「特色ある教育・
保育」を行っている。

4.0

№ 評価の観点 評価平均 評価

1
園は、キッズビューやホームペー
ジ等を通し、園の情報を提供して
いる。

4.0

2
園は、地域・小学校と連携し教育・
保育を進めている。

4.0

№ 評価の観点 評価平均 評価

1
ICTを導入したことにより、利便
性が向上した。

2.0

≪令和６年度　恵那市こども園保護者　飯地こども園　集計結果≫

１　園経営等について

２　教育及び保育について

３　地域等との連携について

4　ICTを活用した情報提供等について

４：とてもそう思う ３：ややそう思う

２：あまり思わない １：まったく思わない ０：無回答・その他

100.0%

100.0%

50.0% 50.0%

100.0%

100.0%

100.0%

100.0%

100.0%

100.0%

100.0%

100.0%

100.0%

100.0%

※端数の関係で合計が100％にならない場合があります。
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令和６年度こども園評価結果報告書                       幼児教育課 

                 （  飯地こども  ）園    〇成果 ●課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【連携について】 

〇小学校とこまめな情報交流を行うことができた。子ども同士も名前で呼び合い、良い関係が築けている。 

〇地域の事業所への訪問が恒例になり楽しみに待ってもらっている。 

●全世帯移住者な為、地域の方との関わりが少ないので、こども園に興味を持ってくださるような活動を取

り入れていく必要がある。 

【園経営等について】   

〇他園交流を月１回以上行うことができた。急な計画変更などにも、保護者が対応してくれたくさんの交流

を行うことができた。 

〇地域との交流が少しずつ復活できた。地域の行事の参加や園の参観などに招くこともできた。 

〇小学校とはこまめな情報交流を行うことができた。 

●異年齢、少人数保育の指導については、他園や他市との交流で今後も工夫をしていきたい。 

 

【環境を通して行う教育及び保育について】園児の姿･保育教諭の指導･自己評価から 

〇少人数ということに子どもたちも慣れ、個々の思いを出して遊ぶことができていた。しかし、少人数すぎ

るが故、遊びが成立しない、長続きしない、盛り上がりに欠けるなど工夫を要した。 

〇幼教のテーマに「自然や人との関わり、遊びを通して」を取り入れ、遊び、地域、自然、人との関わりな

ど項目ごとに行事や取り組みを行うことができた。 

●意図的に外部とかかわっていく活動を取り入れ、順応、対応できる心の強さを育んでいきたいと思う。 

●保育の内容について事前相談など確認。      

【来年度に向けて】願う園児の姿・今後の改善策・来年度の園経営重点など 

〇他園との交流では、子どもも慣れ活動や思考の幅が広がるので、良い刺激になっている。来年度も計画的

に行事などに参加させてもらいたい。 

●来年度は年長児、男児がいない園となる。遊びの幅が偏りがちなので、子どもたちが身体をたくさん動か

し、楽しいと思えるような活動をたくさん取り入れていけるとよい。また行事の見直しを行い年中児が中

心に進めていける活動を考えていけるとよい。 

●今後も子どもの数は少ないので、どうやったら生きる力を身に付けていけるかを考え、保育の内容やこど

も園の在り方を考えていけると良い。保護者、地域といつでも相談できる体制をとっていきたい。 

【保護者アンケートより】 

●評価に対する回答率が１/３であった。未満児でスムーズに入室できない子もいたので、園に来ると楽しい

と思えるような取り組みを増やしていけるとよい。 

●役員会の反省では園に対して以下の要望があった。検討して次年に生かしていきたい。 

・小学校との合同運動会で出場数が少ない為、出られる種目を増やしてほしい 

・クリスマスプレゼントが毎年同じなので変えて欲しい。 

・親子遠足の候補地に武並や中野方の公園はどうか。 

・園の夏祭りの打ち上げ花火を手持ちなどに変更し、お化け屋敷など楽しめるものを行いたい。 

●来年度も同じ保護者会体制なので、相談しつつ進めていきたい。 
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№ 評価の観点 評価平均 評価

1
園は、教育目標や教育・保育内容
がよくわかるように情報提供をし
ている。

3.7

2
園の施設・設備は整備され、子ど
もが生活しやすい環境になってい
る。

3.8

№ 評価の観点 評価平均 評価

1
お子さんは、毎日園に行くことを
楽しみにしている。

3.6

2
お子さんは、園の生活を通して成
長している。

3.8

3
園は、一人一人の子どもをよく理
解し、誠実に対応している。

3.6

4
お子さんの気持ちや様子、子育て
などについて園等と情報交換し
たり、相談したりできる。

3.5

5
園は、「あいさつ」をかわす心地よ
さと大切さを意識している。

3.7

6
園は、絵本を中心に、読み聞かせ
等「読書活動」が充実している。

3.8

7
園は、ALTと一緒に、楽しみなが
ら「英語に親しむ活動」を行ってい
る。

3.6

8
園は、子ども達の発達に即した日
常の教育・保育で「特色ある教育・
保育」を行っている。

3.6

№ 評価の観点 評価平均 評価

1
園は、キッズビューやホームペー
ジ等を通し、園の情報を提供して
いる。

3.4

2
園は、地域・小学校と連携し教育・
保育を進めている。

3.4

№ 評価の観点 評価平均 評価

1
ICTを導入したことにより、利便
性が向上した。

3.3

≪令和６年度　恵那市こども園保護者　岩村こども園　集計結果≫

１　園経営等について

２　教育及び保育について

３　地域等との連携について

4　ICTを活用した情報提供等について

４：とてもそう思う ３：ややそう思う

２：あまり思わない １：まったく思わない ０：無回答・その他

77.8% 16.7% 5.6%

83.3% 11.1% 5.6%

61.1% 33.3% 5.6%

88.9% 5.6% 5.6%

66.7% 27.8% 5.6%

61.1% 33.3% 5.6%

72.2% 27.8%

77.8% 22.2%

66.7% 27.8% 5.6%

66.7% 27.8% 5.6%

55.6% 33.3% 11.1%

61.1% 16.7% 22.2%

44.4% 44.4% 11.1%

※端数の関係で合計が100％にならない場合があります。
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令和６年度こども園評価結果報告書                       幼児教育課 

                  （   岩村こども  ）園    〇成果 ●課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【園経営等について】       

○夕方のお迎え時間、ライトをつけ見やすくする環境や、０，1 歳児の部屋の入口に柵を付け安全に過ごせ

るようにした。 

○通信やホームページ等で子どもの様子、園の活動等積極的に伝える事で園目標・教育目標、特色ある活動

が保護者によく伝わっていた。 

●通信などを読まない方たちにどう伝えていくかを考える必要がある。 

【来年度に向けて】願う園児の姿・今後の改善策・来年度の園経営重点など 

・来年度もすいすい遊ぼうデーの時間を大切にし、更に保護者へ発信をしながら保護者も巻き込んで取り

入れていく。 

・ICT 化をしていく事で、保護者が今よりも子どもたちの様子が分かるかなと思うため、通信を紙でなくキ

ッズビューのドキュメント等にしていく 

・子どもたち一人ひとりが、安心して関われる大切にされる保育（こども、保護者、保育者） 

・「遊びは学び！」について職員間で再度認識し合い、保育を行っていく。 

 

【保護者アンケートより】 

○保護者の中には、感謝や労いの言葉を頂き有難かった。 

●保護者が子育ての悩みなどが相談しにくいと感じられる点については、職員間で話し合い雰囲気づくり

に努めていきます。 

●放課後の園庭開放についても使いづらいとの意見を頂いたので、改善策を考え保護者にも理解ご協力 

いただける様説明をしていく。 

●引き渡し訓練を小中合同でできないですかとの意見を頂き学校とも今後協議していきます。 

 

 

 

【環境を通して行う教育及び保育について】園児の姿･保育教諭の指導･自己評価から       

○読書活動では絵本の整理をし、探しやすくした。 

○毎週の絵本借りを通して、親子で絵本に親しんでいることで、読書活動の大切さが保護者に伝わってい

る。 

●通信等で ALTの活動を知らせているが、保護者には伝わりにくく方法を考える。 

●お子さんの気持ちや様子子育てなどについて情報交換したり相談したりは、とても大切な部分になるの

でこれからも丁寧に対応し、なんでも相談しやすい園の雰囲気づくりを大切にしていきたい。 

 

【連携について】 

○ホームページでは、こまめに掲載していることによって、園での様子が保護者によく伝わっている。 

○福祉センターの方と連携をとって遊ばせていただく事が出来良かった。 

●ホームページは更新されているが見ていない人が多い。通信等でホームページの存在を知らせると良

い。 

●キッズビューのドキュメントを活用して配信をする。 

●園としてはもっと小学校との交流なども行っていきたいと考えているが、なかなか交流とまではいかな

い。小学校との連携が保護者には伝えにくさがある。 
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№ 評価の観点 評価平均 評価

1
園は、教育目標や教育・保育内容
がよくわかるように情報提供をし
ている。

3.4

2
園の施設・設備は整備され、子ど
もが生活しやすい環境になってい
る。

3.4

№ 評価の観点 評価平均 評価

1
お子さんは、毎日園に行くことを
楽しみにしている。

3.7

2
お子さんは、園の生活を通して成
長している。

4.0

3
園は、一人一人の子どもをよく理
解し、誠実に対応している。

3.6

4
お子さんの気持ちや様子、子育て
などについて園等と情報交換し
たり、相談したりできる。

3.4

5
園は、「あいさつ」をかわす心地よ
さと大切さを意識している。

3.6

6
園は、絵本を中心に、読み聞かせ
等「読書活動」が充実している。

3.7

7
園は、ALTと一緒に、楽しみなが
ら「英語に親しむ活動」を行ってい
る。

3.7

8
園は、子ども達の発達に即した日
常の教育・保育で「特色ある教育・
保育」を行っている。

3.4

№ 評価の観点 評価平均 評価

1
園は、園だよりやキッズビュー、
ホームページ等を通し、園の情報
を適宜提供している。

3.7

2
園は、地域・小学校と連携し教育・
保育を進めている。

3.6

№ 評価の観点 評価平均 評価

1
ICTによるシステムを導入し
たことで利便性が向上した。

3.4

≪令和６年度　恵那市こども園保護者　山岡こども園　集計結果≫

１　園経営等について

２　教育及び保育について

３　地域等との連携について

4　ICTを活用した情報提供等について

４：とてもそう思う ３：ややそう思う

２：あまり思わない １：まったく思わない ０：無回答・その他

44.4% 55.6%

44.4% 55.6%

72.2% 27.8%

100.0%

61.1% 38.9%

44.4% 55.6%

55.6% 44.4%

72.2% 27.8%

72.2% 27.8%

44.4% 55.6%

72.2% 27.8%

55.6% 44.4%

38.9% 61.1%

※端数の関係で合計が100％にならない場合があります。
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令和６年度こども園評価結果報告書                       幼児教育課 

                  （  山岡こども  ）園    〇成果 ●課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【連携について】 

〇小学校の先生と接続の部分を意識して交流会を計画し実施することができた。 

〇今年度も地域の方々と草取りの関りや地域のお祭りに参加することで交流することが出来た。感謝の気持

ちを手紙にし届けることで、園児にも感謝の気持ちが育った。 

〇早い段階で小学校と年間行事を把握し、行事日を確認しあえた。 

【園経営等について】       

〇特色のある園活動については、職員会や園内研修で話し合うことで、共通理解を図ることができた。また、

地域の方を講師にお招きし新たな活動を行った。キッズビュー配信をし理解を示していただけた。 

〇職員人数も多く、考え方もさまざまであるがコミュニケーションをとりながら、チームで保育を行うこと

ができた。 

●園児に様々な体験をしてもらいたいという思いから、行事を行った。しかし、担任が日々の保育に余裕が

持てないこともあり行事の見直しをしていく必要があると感じた。 

 
【環境を通して行う教育及び保育について】園児の姿･保育教諭の指導･自己評価から       

〇安全に遊べるよう保育室の物的環境を継続的に改善した。 

〇対応の難しい園児や保護者に対してチームとして対応方法を相談し、安心して登園できる様に支援するこ

とができた。 

〇ドキュメンテーションの導入でタイムリーに保護者に内容や保育者の思いを伝えることができた。 

●園児の様子などをキッズビュー等で配信していく必要があるが、担任により偏りがないように行ってい

く。 

 

【来年度に向けて】願う園児の姿・今後の改善策・来年度の園経営重点など 

願う園児の姿・・・園目標「明るく元気にやる気をもって、みんなとなかよく遊ぶ子」 

・異年齢活動を行う中で、園全体での異年齢活動は職員が丁寧にかかわることが難しい為、少人数での縦割

りの関りから始めていく。曜日設定を行うとよい。その中で集団遊びの伝承も行いたい。 

・自分の思いを表現することに自信がないので、引き続きクラスの時間で自分の気持ちを表出できる時間を

作っていく。（人権習慣を位置付ける） 

・命の授業、木育教室も引き続き行う、その中でその場限りのイベントにならない様に保育の振り返りをし、

職員の質を高めたい。 

・地域や、小学校に園への情報を発信し良好な関係が築ける様にする。 

【保護者アンケートより】 

〇丁寧に保育していることに感謝を示す意見があった。職員との信頼関係が築けていると感じている。 

〇キッズビュー配信を喜ぶ声もあった。 

●要望事項は、吟味し改善できる限り行なう。 
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№ 評価の観点 評価平均 評価

1
園は、教育目標や教育・保育内容
がよくわかるように情報提供をし
ている。

3.6

2
園の施設・設備は整備され、子ど
もが生活しやすい環境になってい
る。

3.5

№ 評価の観点 評価平均 評価

1
お子さんは、毎日園に行くことを
楽しみにしている。

3.5

2
お子さんは、園の生活を通して成
長している。

3.9

3
園は、一人一人の子どもをよく理
解し、誠実に対応している。

3.7

4
お子さんの気持ちや様子、子育て
などについて園等と情報交換し
たり、相談したりできる。

3.5

5
園は、「あいさつ」をかわす心地よ
さと大切さを意識している。

3.7

6
園は、絵本を中心に、読み聞かせ
等「読書活動」が充実している。

3.6

7
園は、ALTと一緒に、楽しみなが
ら「英語に親しむ活動」を行ってい
る。

3.6

8
園は、子ども達の発達に即した日
常の教育・保育で「特色ある教育・
保育」を行っている。

3.4

№ 評価の観点 評価平均 評価

1
ICTを導入したことにより、利便
性が向上した。

3.6

2
園は、地域・小学校と連携し教育・
保育を進めている。

3.4

№ 評価の観点 評価平均 評価

1
ICTを導入したことにより、利便
性が向上した。

3.2

≪令和６年度　恵那市こども園保護者　明智こども園　集計結果≫

１　園経営等について

２　教育及び保育について

３　地域等との連携について

４　ICTを活用した情報提供等について

４：とてもそう思う ３：ややそう思う

２：あまり思わない １：まったく思わない ０：無回答・その他

62.1% 34.5% 3.4%

51.7% 48.3%

62.1% 27.6% 6.9%

89.7% 6.9%

72.4% 24.1% 3.4%

58.6% 34.5% 3.4% 3.4%

72.4% 20.7% 6.9%

65.5% 27.6% 6.9%

58.6% 37.9% 3.4%

44.8% 48.3% 6.9%

69.0% 24.1% 6.9%

44.8% 48.3% 6.9%

34.5% 55.2% 6.9% 3.4%

※端数の関係で合計が100％にならない場合があります。
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令和６年度こども園評価結果報告書                       幼児教育課 

                  （  明智こども  ）園    〇成果 ●課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【連携について】 

〇あけちだよりを見て、園活動に興味をもっていただいたようで、地域の方から話しかけられたり、感想を

お聞きしたりする機会があった。 

〇小学校と園で行き来し、訪問時には卒園児の様子を見たり、情報交換を行ったりした。 

●地域や小学校との連携を密にする中で、保護者への周知になかなかつながってないので、キッズビュー等

で発信を行っていく。 

【園経営等について】       

〇保育内容や活動報告等をキッズビューの連絡帳やドキュメンテーションなどで適宜配信出来た。 

〇施設設備の不具合があれば速やかに対応を行った。 

●毎日の見回り範囲の拡大や園内外の安全管理に努めていく。 

【環境を通して行う教育及び保育について】園児の姿･保育教諭の指導･自己評価から    

〇体づくりや社会性を育む遊びや声掛けを意識し職員も連携を取りながら保育を進めていくことができた。 

〇支援児への対応では生活自立に力を入れ、排泄や食事等でもめざましい成長がみられた。 

●途中、職員が退職したことで他職員への負担が増えたので、仕事の精査や分業等も行った。人材不足や行

事の見直し等も引き続き課題である。 

 

【来年度に向けて】願う園児の姿・今後の改善策・来年度の園経営重点など 

・特色ある保育を中心に、個々の子どもの良さを活かした保育を進めていく。 

・職員もそれぞれが生き生きと保育に向かえるよう、コミュニケーションや連携を取っていく。 

・ICT導入については引き続き利便性を伝え、理解と協力を得ていく。 

 

【保護者アンケートより】 

〇園での生活を通しての成長や、子ども一人一人を理解し対応している事、あいさつへの取り組みに対して 

 感謝の声をいただいた。 

〇キッズビューの配信やホームページで保育の様子がよくわかったとの意見をいただいた。 

●行事の時期の検討意見があったので、職員間で検討をしていく。 
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№ 評価の観点 評価平均 評価

1
園は、教育目標や教育・保育内容
がよくわかるように情報提供をし
ている。

4.0

2
園の施設・設備は整備され、子ど
もが生活しやすい環境になってい
る。

4.0

№ 評価の観点 評価平均 評価

1
お子さんは、毎日園に行くことを
楽しみにしている。

3.7

2
お子さんは、園の生活を通して成
長している。

4.0

3
園は、一人一人の子どもをよく理
解し、誠実に対応している。

3.7

4
お子さんの気持ちや様子、子育て
などについて園等と情報交換し
たり、相談したりできる。

3.7

5
園は、「あいさつ」をかわす心地よ
さと大切さを意識している。

3.7

6
園は、絵本を中心に、読み聞かせ
等「読書活動」が充実している。

3.7

7
園は、ALTと一緒に、楽しみなが
ら「英語に親しむ活動」を行ってい
る。

4.0

8
園は、子ども達の発達に即した日
常の教育・保育で「特色ある教育・
保育」を行っている。

4.0

№ 評価の観点 評価平均 評価

1
園は、キッズビュー、ホームページ
等を通し、園の情報を提供してい
る。

4.0

2
園は、地域・小学校と連携し教育・
保育を進めている。

4.0

№ 評価の観点 評価平均 評価

1
ICTを導入したことにより、利便
性が向上した。

3.7

≪令和６年度　恵那市こども園保護者　串原こども園　集計結果≫

１　園経営等について

２　教育及び保育について

３　地域等との連携について

４　ICTを活用した情報提供等について

４：とてもそう思う ３：ややそう思う

２：あまり思わない １：まったく思わない ０：無回答・その他

100.0%

100.0%

66.7% 33.3%

100.0%

66.7% 33.3%

66.7% 33.3%

66.7% 33.3%

66.7% 33.3%

100.0%

100.0%

100.0%

100.0%

66.7% 33.3%

※端数の関係で合計が100％にならない場合があります。
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令和６年度こども園評価結果報告書                       幼児教育課 

                  （  串原こども  ）園    〇成果 ●課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【連携について】 

〇地域の方々からの協力もあり、新たに「カフェサロン利用者との交流」を毎月行うことが出来た。園児の

育ちや現状を見ていただき、その様子を保護者に発信することで理解を得ることが出来た。 

●保護者との連携では、キッズビューのドキュメンテーションを利用してその日の出来事をスピーディーに

発信していけると良かった。連絡帳機能も定期的に記載する必要があった。 

【園経営等について】 

〇常勤の職員だけでなく、給食調理員・保育補助の職員も一丸となりながら環境整備や壁面の掲示などを行

った。その姿を保護者にも発信することで評価につながったと考える。 

●今年度から副園長が不在の園となったため、より丁寧な職員間の連携・保育指導が必要であった。しかし

各自がそれぞれの業務に追われることもあり、難しい面もあった。 

  

 

【環境を通して行う教育及び保育について】園児の姿･保育教諭の指導･自己評価から 

〇昨年度から引き続き行っている「１日３冊の本読み聞かせ」では、様々なジャンルの物語に触れることで

言葉の面白さや表現方法に触れることができ、園児の語彙力にもつながったと考えられる。 

●「自己肯定感を育む指導」「発達の特性に応じた指導」では、少人数だからこそ丁寧に見ていける訳だが 

 ややその点に欠ける面があったため、職員の幼児理解と自己研鑽が必要である。 

 

【来年度に向けて】願う園児の姿・今後の改善策・来年度の園経営重点など 

・来年度は年度当初２歳児が１名という特殊な保育環境となる。途中入園児も未満児であることから、地域 

のこども園としてどのようにあるべきなのか、職員間でよく考え、地域の力を借りながら保育を行えるよ

うにする。 

・保護者の協力を仰ぎながら、明智こども園との交流を定期的に行い、同年齢の園児とのかかわりを積極的

に持つ。また小学校の２０分休みの時間に散歩に出掛け、児童とかかわりをもつなど「人との関わり」が

途切れなく持てるような環境作りに努める。 

【保護者アンケートより】 

〇特に自由意見などは記載されておらず、評価もおおむね良好であった。 
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№ 評価の観点 評価平均 評価

1
園は、教育目標や教育・保育内容
がよくわかるように情報提供をし
ている。

3.8

2
園の施設・設備は整備され、子ど
もが生活しやすい環境になってい
る。

3.8

№ 評価の観点 評価平均 評価

1
お子さんは、毎日園に行くことを
楽しみにしている。

3.8

2
お子さんは、園の生活を通して成
長している。

4.0

3
園は、一人一人の子どもをよく理
解し、誠実に対応している。

3.8

4
お子さんの気持ちや様子、子育て
などについて園等と情報交換し
たり、相談したりできる。

3.8

5
園は、「あいさつ」をかわす心地よ
さと大切さを意識している。

3.7

6
園は、絵本を中心に、読み聞かせ
等「読書活動」が充実している。

4.0

7
園は、ALTと一緒に、楽しみなが
ら「英語に親しむ活動」を行ってい
る。

4.0

8
園は、子ども達の発達に即した日
常の教育・保育で「特色ある教育・
保育」を行っている。

3.8

№ 評価の観点 評価平均 評価

1
園は、キッズビューやホーム
ページ等を通し、園の情報を
提供している。

4.0

2
園は、地域・小学校と連携し教育・
保育を進めている。

4.0

№ 評価の観点 評価平均 評価

1
ICTを導入したことにより、利便
性が向上した。

3.5

≪令和６年度　恵那市こども園保護者　上矢作こども園　集計結果≫

１　園経営等について

２　教育及び保育について

３　地域等との連携について

４　ICTを活用した情報提供等について

４：とてもそう思う ３：ややそう思う

２：あまり思わない １：まったく思わない ０：無回答・その他

83.3% 16.7%

83.3% 16.7%

83.3% 16.7%

100.0%

83.3% 16.7%

83.3% 16.7%

66.7% 33.3%

100.0%

100.0%

83.3% 16.7%

100.0%

100.0%

66.7% 16.7% 16.7%

※端数の関係で合計が100％にならない場合があります。
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令和６年度こども園評価結果報告書                       幼児教育課 

                  （  上矢作こども  ）園    〇成果 ●課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【連携について】 

〇小中学校が遠く、関わりが少なかったが、学校の先生方も交流の方法を考えてくださり、お互い行き来す

る回数を増やすことができた。学校の家庭学習週間に合わせて、園でも親子触れ合い週間として取り組め

た。 

〇寿限無の里との交流を毎月にしたことで、お互いが良い刺激となった。 

【園経営等について】 

〇各種通信やキッズビューによる活動報告、登降園での会話や懇談会により、園での情報共有をしてきたこ

とで、園の方針に理解を示し協力的である。保護者会との連携も取れているので、行事等でも協力的で助

かっている。 

○施設の安全管理については、職員も高い意識を持って、点検や日々の安全な保育に努めている 

 

【環境を通して行う教育及び保育について】園児の姿･保育教諭の指導･自己評価から       

〇少人数だが、子どもたちが楽しめるように行事の内容を工夫することで保護者からも高評価をいただけて

いる。 

〇園児数が年々減少しているが、地域のお年寄りとの交流や、地域の農家との交流を増やしたことで、いろ

いろな方との関わりに慣れてきた。人と関わる経験が増えたことで、園で年上児が年下児に対し優しく接

したり、面倒を見たりする姿が増えたように感じる。 

〇毎日絵本の貸し出しを行ったことで、家庭での絵本の読み聞かせが定着した。 

●同年齢の交流が少ないため、他園との交流を増やせるとよい。 

【来年度に向けて】願う園児の姿・今後の改善策・来年度の園経営重点など 

・個々に合った援助や保育内容を大切にしながら、保育を行っていく。又、同学年との関わりも経験させて

いきたので他園との交流の機会を増やす。 

・地域や学校との連携を大切にし、行事内容を一緒に考えていく。 

・運動会は、小中学校と合同で行えることになったので、春から運動会の内容について検討する。 

・保護者とのコミュニケーションを大切にし、園での様子をキッズビュー等で知らせると共に、懇談会等で

直接話ができる場も設けていく。 

 

【保護者アンケートより】 

〇職員が暖かい雰囲気で保育をすることに心がけている為、それが保護者にも伝わり、園に安心して預けて

いただけている。懇談会も好評で、相談しやすい関係もできている為、感謝の言葉をいただけている。 

〇各種行事では内容に工夫があり、少人数にもかかわらず見ごたえのある内容で 親子で楽しむこと出来

た。 

●来年度の運動会は、6名では開催が難しいので、学校と合同で行えるとよい。 
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